
【 小学校共通】

全国学力・ 学習状況調査（ 小学校調査） は，第１学年から第５学年までの学習内

容のうち，次のような点を踏まえて出題されています。

・ 身に付けておかなければ後の学年等の学習に影響を及ぼす内容

・ 実生活において不可欠であり，常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・ 技能等

・ 知識・ 技能等を実生活の様々 な場面に活用する力や，様々 な課題解決のため

の構想を立て実践し，評価・ 改善する力などに関わる内容

文部科学省からは，各市町村や学校に配付された結果には，設問ごとの正答率や

誤答の状況が分かるような資料が提供されています。

各学校での課題を明らかにしたら，全職員が共通理解のもと，ＰＤＣＡサイクル

を生かし，授業改善に取り組みましょう。まず，そのための第一歩として，次のこ

とを提案します。

◇ 学校全体で，課題を共有し授業改善に取り組もう
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１ 日ごろから、落ち着いた学習ができる習慣を身に付けましょう

すべての子どもが落ち着いて学習するためには，学ぶルールを全校で統一して決めて

おく ことが大切です。そうすることで、学年や担任がかわっても，安心して学習するこ

とができ，教師にとっても指導を定着させやすいという利点があります。

＜学習のルール例＞

春日井市立出川小学校の取組
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２ わかりやすい板書とノート指導を大切にしましょう

＜板書指導例（ ICT活用例） ＞

◯ 算数などでは，黒板を３等分し，一番左にスクリーン，真ん中には「 習得」 の問題，右側には「 活

用」 の問題を書く 。「 習得」 の問題と，同様の問題についてはできるだけ左右同じような配置，内容

で書く ようにします。そうすることで整理された見やすい板書になり，それによって子どもたちの

ノートも整ったものになります。このように，板書を見やすく整ったものにするよう気を配ったこ

とにより，子どもたちのノートも少しずつ見やすく整った

ものに変わります。

授業の流れとして，めあて・ 課題をしっかりと捉え，その

ための手立て，発問を吟味し，最後に学んだことをまとめ，

確認するといった流れは大切なことです。この授業で何がわ

かったのか，言語活動の充実を図りながら，自分の言葉でノ

ートに書かせたり言わせたりすることを大切にし，授業の最

後に，この授業で学んだことを言語化する作業を通して，学

習内容を整理します。

スクリーン(デジタル教科書)

教科書や教材を拡大して表示

・ 教科書の挿絵

・ グラフや表

・ 問題文

・ 教師のプリント

・ 子どものノート

○め８＋３はどうやってけいさんするのかな。

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ● ●

しき ８＋３＝11

こたえ 11だい

●

② ６＋８＝１４

９＋４＝１３２ ①

○ ○ ○ ○ ○
○ ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ●

○ふ10のまとまりを つくってけいさんする。

● ● ●

● ● ● ●

ｗにｗをたして 10

10とのこりのｗでｗ

10/22

P.78

１

板書のポイント

１ 授業の「 めあて」 を『 ○め 』 として示し，授業の「 ふりかえり」 を，板書には，

『 ○ふ 』 と示す。

２ 一行あけるところには，分かりやすいように指示カードで示す。

３ 子どもの思考の流れが板書の流れになるように書く 。

【 Ｉ ＣＴ機器を使用した板書例】
日付

ページ

めあて

振り返り

春日井市立出川小学校の取組
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＜ノート指導例＞

ノートがきちんとまとめられている子の方が，学習内容の定着度は高いと言われます。しかし，あるク

ラスでは指導され，あるクラスでは取り組まれていない，ということでは子どもたちに徹底されずに終

わってしまいます。そこで本校ではどの学級でもノートをきちんと書く ことができるよう，指導してい

ます。子どものノートがきちんと整うためには，まずは教師の板書がきちんとしている必要があります。

ノート指導をする上で，板書を整える必要性を全教師で共有しています。

＜ノート指導例・ 東海市の取組から＞

３ 授業の最後に学習を振り返る活動をしましょう

授業の最後に，学んだことを話させたり，ノートやプリントを使って確認させたりす

ることで，本時の学びを児童生徒自身が実感し，何を学び、何ができるようになったの

か，何に生かしていけるのかといったことが言えるようにしましょう。

＜振り返りの視点＞

① できるようになったこと，分かったことが説明できる。

② 疑問に思ったことや疑問がもてる。

③ 他教科や日常生活で生かせることに気付く 。

④ 授業の中で友達のよい考えや友達のよさに気付く 。

ノート指導のポイント

１ 日付け，めあてを書く 。

２ 低学年のうちは，子どものノートの文字の字数にあわせて，板書も書く 。

３ 一行あけたり，一文字あける場合は、板書に指示カードをはり知らせる。

（ 慣れてきたら，なく てもノートが書けるようになる。）

一行あけ、一文字あけカード

【 ２年生国語】

授業の振り返りを書く

春日井市立出川小学校の取組



【 小学校国語① 】

平成２７年度調査では，書き取りにおいて，全国との差が大きく なっています。（「 あ

びる」 －10. 3ポイント，「 鳥のす」 －4. 9ポイント，「 びょういん」 －4. 6ポイント ）

文脈に合わせて，漢字を正しく書けるようにすることは，愛知県が抱える大きな課題

の一つと言えます。次ページ以降には，日常で活用する力を付けられる漢字学習の取組

について，指導のポイントをまとめました。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 日常で活用する力をつけられる漢字学習の取組を工夫しましょう。
これまでの小学校調査における漢字の読み書きの愛知県の正答率

平成 19 年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22 年度

・勝利に導く

・重ねる

・責任

・きょうりょく

・そうだんする

・やく

94.1%

95.8%

96.2% 

91.6%

55.4% 

70.2%

・保護する

・承知する

・勢いよく

・なげる

・よぼうする

・おうふくする

97.5%

89.1%

72.1% 

79.8% 

60.0% 

57.3%

・混雑する

・移る

・採集する

・びょういん

・さんせい

・はこぶ

92.8%

90.6%

75.5%

72.5%

79.9%

76.3%

・慣れる

・目次

・清潔

・ひさしぶり

・ぎじゅつ

・へんか

95.1%

94.2%

95.2%

77.2%

68.5%

88.3%

愛知 83.9% 愛知 76.0% 愛知 81.3% 愛知 86.4%

全国 85.3% 全国 78.9% 全国 83.6% 全国 89.0%

差 -1.4 ポイント 差 -2.9 ポイント 差 -2.3 ポイント 差 -2.6 ポイント

平成 24 年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27 年度

・建築する

・独立

・許す

・いしゃ

・たいよう

・ぬの

86.3%

90.1%

94.3%

79.8%

83.3%

89.8%

・券

・子孫

・採集する

・やく

・ていしゃ

・もうける

98.4%

79.0%

62.7%

71.5%

41.7%

49.6%

・標識

・街灯

・勢い

・さら

・いわう

・よぼうする

90.1%

86.2%

71.6%

97.8%

56.2%

73.8%

・招く

・信念

・承知した

・あびる

・鳥のす

・びょういん

96.6%

94.3%

91.1%

48. 1%

71.6%

70.3%

愛知 87.3% 愛知 67.2% 愛知 79.2% 愛知 78.6%

全国 88.8% 全国 69.0% 全国 81.1% 全国 82.6%

差 -1.5 ポイント 差 -1.8 ポイント 差 -1.9 ポイント 差 -4. 0ポイント
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◆ 日常で活用する力をつけられる漢字学習の取組を工夫しましょう
＜ポイント ① ＞
「 丸暗記して覚える」 漢字練習から，「 考えて覚える」 漢字練習へ

・機械的に繰り返し書くだけの練習では，定着しづらく ，漢字に対して苦手意識をもつ子ど

もたちも少なくありません。楽しみながら漢字にふれる場を設定し，子どもたちが主体的に

漢字学習に取り組むような指導に努めましょう。

段階的な漢字指導

低学年・ ・ ・ 漢字の字形と具体的な事物（ 実物や絵） とを結び付け，漢字に対する興味や

関心を高めましょう。

中学年・ ・ ・ 漢字のへん，つく りなどの構成を教え，漢字のもつ意味を考えながら使うよ

うに指導しましょう。

高学年・ ・ ・ 漢字のもつ意味を正しく理解させるとともに，同音異義語に注意して使うよ

うに指導しましょう。

取組の一例

中学年：【 漢字の組み立てについて学習しよう】

関連 光村図書 小３国語上「 へんとつく り」 Ｐ．１１６

小４国語上「 漢字の組み立て」 Ｐ．２６

東京書籍 小３国語上「 漢字の組み立てと意味を考えよう」 Ｐ．７０

言 自 口

心 寺 車

鳥 云

①活動例

２つのカードを組み合わ

せて漢字を作ろう。

活動例②
３つのカードを組み合わ

せて漢字を作ろう。

活動例③
同じ部首でまちがえやすい

漢字をしらべてみよう。

竹

木

目束

正 攵

言 口

千

① 「 服」 と「 腸」

② 「 聞」 と「 間」

ゲーム的な要素を取り入れ，楽し

みながら，へんやつく りの構成につ

いて教えたり，漢字のなりたちに興

味をもたせたりしましょう。
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全学年：【 漢字練習の仕方を工夫しよう】

（ 例） ①新出漢字を書く際の留意点（ 間違えやすい所等） を自分でノートに書く 。
②新出漢字を使った短文作りを行う。（ 条件を決めて書かせるのもよい）
③家庭学習の出し方を工夫する。

＜ポイント ② ＞
様々 な場面で，既習漢字を積極的に使う意識をもたせる

・ 授業だけでなく ，作文，日記，連絡帳等，様々 な書く活動において，既習漢字を積極的に

使うよう指導しましょう。子ども同士で書いたものを読み合い，正しく使用しているかどう

か評価する活動を取り入れたり，教師が朱書きを入れたりなど，意識化を図ることが大切で

す。そして，日常生活で活用できたことに対して，認めたり価値付けをしたりすることで，

子どもたちに自信をもたせ，読み書きの確かな定着へつなげていきましょう。

＜ポイント ③ ＞
言語環境を整え，語彙を広げる

・ 漢字を習得し，語彙を広げるには，国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べる習慣を

身に付けることが大切です。そのためには，必要なときにいつでも辞書が手元にあるように

言語環境を整えたり，国語科だけでなく他教科等の調べ学習においても，積極的に辞書を活

用させたりしましょう。

・ 上学年において学習する漢字も，必要に応じてルビをふるなどし，漢字を読む機会をでき

るだけ多く もちましょう。

漢字を書く際の留意点

音読み・ 訓読み

部首・ 部首名

新出漢字の練習

（ ５回～６回。）

熟語集め

新出漢字を使った

短文づく り

（ 例１） 右図

「 主語・ 述語を入

れよう」

（ 例２）

「 擬音語を使って

みよう」
★ こんな家庭学習の取組もぜひやってみ
ましょう！

「（ てへん）が使われている漢字を探そう」

「 ２文字熟語しりとりをしよう」

○「 の字を使った言葉をたく さん集めよ

う」「（ 体に使われる） 漢字を探そう」

「 同音異義語をマンガで表現しよう」

（ 例）「 はをおる」（ 葉・ 歯・ 刃）



【 小学校国語② 】

平成27年度調査では，国語Ｂにおいて，全国平均正答率との差が大きかった問題

として，「 目的や意図に応じ，取材の内容を整理しながら書く 」－4. 7ポイント，「 文

章と図を関連付けて， ―自分の考えを書く 」 4. 5ポイント，「 声に出して読むときの

工夫と理由を書く 」 －3. 6ポイントの３つが挙げられます。特に「 声に出して読む

ときの工夫と理由を書く 」 については，無回答率が17. 6％でした。

次ページ以降には，資料から必要な情報を読み取り，読み取った情報を活用して

文章を書く力を育てる指導のポイントをまとめました。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 「 書く活動」 をいろいろな場面で取り入れましょう
実態

平成27年度調査の質問紙調査において，「 調べたことや考えたことを書かせる指

導をした」 と答えた教師は，85. 1％でした（ 全国 91. 9％）。「 授業で目的に応じて

資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりしている」と答えた児童は，61. 7％，

（ 全国 65. 2％），「 感想文や説明文を難しいと思う」 と答えた児童は，68. 5％（ 全

国64. 4％）でした。テストでは，国語の記述式の問題に無解答の児童が多いという

特徴が見られました。

対策

書き方の手順やモデル文の提示など，基本的な書き方を指導するとともに，根拠

を基に書いたり，条件（ 字数，キーワード，時間等） を満たしながら書いたりする

ような活動を取り入れ，書く ことに抵抗感をなくす取組を心がけましょう。

また，「 あなたはどう思いますか」 のように，自分の考えを意思表示する機会や

正解を求める問いだけではなく ，事実を根拠に自分の考えをまとめ，発表する場や

互いの考えを共有する場を設けていきましょう。
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課題が見られた問題 ＜国語Ｂ１三＞ 「 書く こと 記述式」

◆ 資料から必要な情報を読み取り，活用して書く力を育てましょう。
高学年：【 資料から正しく情報を読み取り，読み取ったことを生かして文章を書こう】

関連 光村図書 小５国語 「 天気を予想する」 Ｐ．１３８

「 グラフや表を用いて書こう」 Ｐ．１４９

東京書籍 小５国語 「 新聞記事を読み比べよう」 Ｐ．６５

「 資料を生かして考えたことを書こう」 Ｐ．９８

【 誤答の傾向】

① インタビュー記事の＜話した内容＞
と＜表情や声の調子＞の２つを関係付

けて書く ことが条件であるが，一方のみ

しか満たしていない

→ 課題
関係付けること

② 参加してよかった理由を ＜話した

内容＞から探し出し，正しく引用できな

い。

→ 課題
引用の意味を理解すること

③「 一文で」「 ４０字以上７０字以内で」
の条件に合わせて書けない。

→ 課題

指導計画 「 資料を生かして考えたことを書こう」 東京書籍 小５国語

※単元を貫く言語活動 ポスターセッション「 守ろう！わたしたちを取り巻く環境」

（ ◆第１次） 学習の見通しをもつ（ １時間）
○環境問題について，資料から読み取ったことをまとめ，ポスターセッション
を行うことを理解し，学習の見通しをもつ。

（ 第２ ◆次） 資料の読み取り方とよびかける文章の型について理解する。（ ４時間）
○資料の読み取り方について理解する。※ ①取組の例

○引用の仕方について，教材文から読み取る。
○自分が選んだ資料を読み取る。※ ②取組の例

○教材文を使って，よびかける文章の型を習得する。※取組の例③

（ 第３ ◆次） ポスターセッションを開き，互いの考えを交流する。（ ４時間）
○ よびかける文章を書く 。
○互いに文章を読み合い，修正をする。
○ よびかける文章をもとに，伝えたいことをポスターにまとめる。
○ ポスターセッションを行い，感想を交流し，環境保護に対する考えをまとめる。

並
行
読
書

※
環
境
問
題
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
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取組の例① ＜資料から情報を読み取る＞

取組の例② ＜自分の選んだ資料を読み取る＞

平成２４年度授業アイデア例

（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

資料を読み取るた

めのポイント。

付箋にメモをしたこ

とを発表し，資料に書

かれていることを整

理する。付箋紙を用い

た「 話し合いの見える

化」 を図る。

平成２７年度授業アイデア例

（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

資料を読むポイント

をもとに，必要な情

報をみつける。

資料からみつけた情

報は，自分の伝えた

いことに合っている

か，説得力を高めて

いるのか確認をす

る。



- 3 -

取組の例③ ＜資料から読み取ったことを生かして，文章を書く＞～「 型」 の習得

◆ 引用の意味，引用の仕方，引用の目的や必要性について学ばせま
しょう。

国語科Ａ問題において，引用の意味を正しく理解している割合が全国と比べて低い傾向が

みられました。引用の意味や引用の仕方（「 」 で括る） を正しく教えるとともに，引用す

ることで，自分の考えを補説したり，説得力を高めたりできるといった目的意識や必要性を

しっかり学ばせることが大切です。引用については，文章の表現や情報だけに限らず，図表

やグラフ等も含まれます。引用する目的意識や必要性を十分に意識させるような言語活動を

工夫していきましょう。併せて，教科書の巻末に書かれている学習用語についても，該当学

年で確実に理解の定着を図りましょう。

題
名

は
じ
め
に

ま
と
め グラフや写真の引用

海
岸
の
か
ん
境
を
守
ろ
う

海
に
行
っ
た
と
き
、
海
岸
の
ご
み
に
気
付
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
、
資
料
一
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

わ
た
し
が
清
そ
う
活
動
を
し
た
と
き
の
海
岸
の

写
真
で
す
。
こ
の
写
真
か
ら
分
か
る
よ
う
に
・
・

次
に
、
資
料
二
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
資
料

は
海
岸
や
河
原
で
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
種
類
ご

と
の
割
合
を
円
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
い
ち
ば
ん
多
い
ご
み
は

「
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
か
け
ら
」
で
、
全
体
の

二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。
・
・
・

こ
の
よ
う
に
、
海
岸
に
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活

か
ら
出
た
ご
み
が
と
て
も
多
く
・
・
・
。

海
岸
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
・
・
・
毎
日
の

生
活
で
も
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
び
か
け
の
文

何
を
示
し
て
い
る
の
か
説
明
す
る
。

資
料
を
正
し
く
引
用
す
る
。

自
分
の
考
え
や
よ
び
か
け

【 言語活動例】

第３学年及び４学年「 Ｃ読むこと」 エ

目的や必要に応じて，文章の要点や細か

い点に注意しながら読み，文章などを引用

したり要約したりすること。

「 主人公の心に残る言葉を引用したリーフ

レットで物語の魅力を説明しよう」

【 該当学年で学習すべき用語や使い方に

ついて確実に理解を図る】

・ 視覚化

（ 教室掲示・ ノートに貼る等）

・ 意識化

（ 教師が学習用語を使い授業をする）

・ 継続化

（ 既習事項と関連付ける）
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◆ 目標，学習した事柄，振り返り活動の習慣を身に付けましょう。

＜発達段階に応じたノート指導＞

ノートへのねらいやまとめの記述については，愛知県と全国と肯定的な回答について，

差が見られます（ 児童： 愛知県 79.4％，全国 87.1％）（ 教師： 愛知県 80.3％，全国
94.1％）。本時の目標に沿って学んだことを確かめたり，まとめを記述したりし，本時の
学びを児童が実感できる授業を心がけましょう。

＜大切にしたい振り返りの視点＞
・ できるようになったこと，分かったこと
・ 疑問に思ったことや質問
・ 他教科や次時生かせること
・ 授業のねらいを関連して友達のよさを言えること

【 低学年のノートづく り】

全員が板書と同じように書けることを

目指す。子どもたちに，ていねいに書

く意識をもたせる。

【 中学年のノートづく り】

板書を確実に視写する。

その時間の学習の振り返りを書かせる。

【 高学年のノートづく り】

授業内容によって，自分の判断でノートをま

とめる「 オリジナルノートづく り」を目指す。

【 国語のノートの作り方】

①学習した日付
②今日のめあて
③自分の考え
④友達の考え
⑤大事な文や言葉
⑥今日のまとめ などを書きます。

「 今日のめあて」にそって，今日の学習

で考えることを明確にしておきましょ

う。

矢印を使ったり，線で囲んだりして，

分かりやすく書く工夫をしましょう。

「 児童生徒の言語活動の充実を図る指導の手引」

（ 愛知県教育委員会義務教育課）



【 小学校算数】

平成27年度調査では，領域別正答率のうち，Ａ問題，Ｂ問題のいずれも全国平均

正答率と比べて下回ったのは，図形領域でした（ Ａ問題：愛知県61. 5%・全国64. 5%，

Ｂ問題： 本県45. 3%・ 全国45. 6%）。

図形領域においては，事柄が成り立つことを図形の性質に関連付けることに課題

があるといえます。

次ページ以降に，言語活動の充実を図る中で，児童が図形の性質を見いだしたり，

図形の性質を根拠に自分の考えを伝えたりするための授業アイデア例を示します。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 言語活動の充実を図る中で，
名称・ 用語，公式やきまりを活用する場を大切にしましょう。

実態

平成27年度の質問紙調査において，「 算数の授業で公式やきまりを使うとき，そ

のわけを理解するようにしていますか」 という質問に対して，肯定的な回答をした

児童は，78. 6％でした（ 全国 80. 6％）。一方，「 今回の算数の問題について，言葉

や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題がありましたが，どのように解答

しましたか」 という質問において，「 解答しなかったり，解答を書く ことを途中で

あきらめたりしたものがあった」 と回答した児童が25. 8%（ 全国 24. 0%），「 全く解

答しなかった」 と回答した児童が2. 2%（ 全国 1. 9%） に上りました。

対策

児童の多くは，公式やきまりそのものを覚えるだけでなく ，そのわけを理解した

り，活用したりすることの大切さに気付いているようです。こうした児童の実態を

踏まえ，言葉や数，式を使ってわけや求め方などを書く ことができる児童を育てる

ために，言語活動の充実を図る中で，次のようなことに留意したいものです。

・ 学習指導要領で扱われている名称・ 用語をとらえ，授業で用いる。

・ 既習の公式やきまりを自分の考えの根拠に積極的に用いる態度を養う。

・ 問題を解くに当たり，必要な公式やきまりを判断・ 選択する場を設ける。
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ジオボードを使って，三角形の性質について考えよう（ ３年）

※教科書との関連 啓林館 ３年下p.  2～13  ９三角形（ ３年上p. 34～43  ３円と球 の内容も含む）

１ 学習のねらい

三角形の単元のまとめとして位置付け，「 円周上のどの点も中心から等距離にある」と

いう円の性質を根拠にして，中心と円周上の任意の２点を頂点にもつ三角形が二等辺三

角形となることを説明できるようにする。

【 学力調査から見えた図形領域に対する課題（ 第３学年）】

・ 観察や構成の活動を通して図形の性質を理解できるようにする。

・ 図形の構成を，図形の特徴と関連付けて捉えることができるようにする。

【 本学習にかかわって，第３学年の児童が身に付けたい学習内容】 ※学習指導要領解説 算数編より

○二等辺三角形，正三角形について知ること。
・ 辺の長さに着目して，三角形の特徴をとらえられるようにする。

・ 作図などの活動を通して，二等辺三角形や正三角形について理解できる

ようにする。

○円について知ること。また，それらの中心，半径，直径について知ること。
・ 円については，円周上のどの点も中心から等距離にあることが分かるよ

うにする。

２ 学習計画

(1)  第１時 時計型ジオボードでつく った三角形を仲間分けしよう

・ 中心にもポイントがある時計型ジオボードの任意の３つのポイ

ントに輪ゴムをかけて，三角形をたく さんつくる。

・ 時計型ジオボードの雛型が載っているカードに，自分のつく っ

た三角形をできるだけ多くかく 。

・ グループでカードを持ち寄り，三角形の仲間分けをする。

（ 三角形の形ごと，あるいは，円の中心を頂点にもつものともた

ないものに）

・ 仲間分けをして気付いたことを話し合う。

(2) 第２時 円の中心を頂点にもつ三角形が二等辺三角形になるのはなぜか説明しよう

・ 前時の三角形の仲間分けについての話し合いをもとに，円の中心を頂点にもつ三

角形はすべて二等辺三角形になることを，円の性質と関連付けて説明する。

グループで，説明文をまとめたり，話し合いをする。

【 時計型ジオボード】
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ジオボードでつくる三角形のひみつを見つけよう①

円しゅうの上と円の中心にポイントがある「 時計

がたジオボード」 があります。このポイントの３か

所にわゴムをかけていろいろな三角形をつく りまし

ょう。

どんな三角形ができたかをジオボードカードにか

きましょう。

ジオボードカードにかいた三角形をなかま分けしてみましょう。また，

どのようになかま分けをしたのかせつ明しましょう。

友達がどんななかま分けをしたのか，グループで聞き合いましょう。なかま

分けをして気づいたことを話し合いましょう。

【 児童用ワークシート】
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ジオボードでつくる三角形のひみつを見つけよう②

左の図のように，ちょう点の１つが円の

中心，あとの２つのちょう点が円しゅうの

上にある三角形がどうして二等辺三角形

になるのでしょうか。そのわけをせつ明し

ましょう。

【 児童用ワークシート】
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ジオボードでつくる三角形のひみつを見つけよう①

円しゅうの上と円の中心にポイントがある「 時計

がたジオボード」 があります。このポイントの３か

所にわゴムをかけていろいろな三角形をつく りまし

ょう。

どんな三角形ができたかをジオボードカードにか

きましょう。

ジオボードカードにかいた三角形をなかま分けしてみましょう。また，

どのようになかま分けをしたのかをせつ明しましょう。

友達がどんななかま分けをしたのか，グループで聞き合いましょう。なかま

分けをして気づいたことを話し合いましょう。

【 指導上の留意点等】

輪ゴムで三角形を作ったり，ジオボ
ードカードに三角形をかいたりする
など，操作活動を通して，図形に対す
る関心を高めたい。

ジオボードに輪ゴムをかけて図形を作る操作は児童にとって容易である。
カラーの輪ゴムを用いることで，カラフルな三角形にすることができる。
市販の時計型ジオボードには，概ね中心の突起がないので，準備の時間がない場合は，
カードに三角形をかく活動のみでもよい。

作られた三角形の種類ごと，あるいは，中心
を頂点にもつか否かによって仲間分けをするこ
とが予想される。
ここでは，自由な発想に基づく仲間分けを認
めるが，仲間分けの根拠となる説明に，「 円の中
心」「 半径」「 直径」「 頂点」「 二等辺三角形」「 直
角三角形」 などの図形や図形に含まれる名称等
を用いる態度を養いたい。

仲間分けの観点を友達と共有するととも
に，本時のまとめの場面である。
次時につながるように，分類されたもの
の中から，「 頂点の１つが中心，あとの２つ
の頂点が円周上にある三角形の仲間」 につ
いて確認しておきたい。
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ジオボードでつくる三角形のひみつを見つけよう②

左の図のように，ちょう点の１つが円の

中心，あとの２つのちょう点が円しゅうの

上にある三角形がどうして二等辺三角形

になるのでしょうか。そのわけをせつ明し

ましょう。

【 指導上の留意点等】

本学習のねらいに迫る学習である。
前時を振り返った上で，この問題に取り
組みたい。
時計型ジオボードに見られる三角形が
円とかかわりがあることから，円の性質に
目を向けさせたい。
児童の実態に応じて，三角形や円の性質
についてまとめたものを提示したり，説明
のためのヒントカードをワークシートに
盛り込んだりして，ねらいに迫る支援をす
ることも考えられる。



- 6 -

【 ジオボードカード】



【 小学校理科① 】

小学校において，顕微鏡の適切な操作方法を身に付けさせるために，次のポイントを確認

してみましょう。

ポイント

①教師が実際の顕微鏡を用いて具体的な操作方法を示しましょう。
②全ての児童が顕微鏡を操作する時間を確保しましょう。
③顕微鏡を初めて操作する授業では，「 透明で数字が書いてある定規」「 新聞紙等」
「 ＯＨＰシートに書いた小さな文字」 を見させるなどして，まずは基本的な操作

や見え方を理解させることから段階的に指導しましょう。

④第６学年においても，「 Ｂ(1)人の体のつく りと働き」 の学習における「 メダカの
尾びれの血流の観察」 や「 Ｂ(2)植物の養分と水の通り道」 の学習における「 植物

の葉の気孔の観察」 などにおいて，顕微鏡を使用する機会を設定し，再度操作方

法について確認しましょう。

⑤日常的に顕微鏡を使うことができるように，安全面に配慮した上で教室や理科室
に「 顕微鏡コーナー」 などを設置し，自由に観察できる環境を整備しましょう。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 様々 な機会を通して顕微鏡を使いましょう

実態

平成27 年度小学校理科の調査結果を分析すると，顕微鏡の名称や適切な操作方

法の理解に課題が見られました。

対策

理科の授業では，実際の顕微鏡を用いたり教科書等を活用したりして，適切な

操作について理解させることが大切です。また，顕微鏡の操作を各自が体験でき

るよう環境を整備することも大切です。
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取組の一例

第５学年【 動物の誕生】 全17 時間（ 本時11／17， 12／17）

関連 教育出版 「 メダカのたんじょう」 P.42～

大日本図書 「 メダカのたんじょう」 P.38～

東京書籍 「 魚のたんじょう」 P.36～

顕微鏡を初めて操作する授業では，「 透明で数字が書いてある定規」「 新聞紙」「 ＯＨＰシートに書いた小さ
な文字」 を見させるなどして，まずは基本的な操作や見え方を理解させることから段階的に指導しましょう。

教師が実際の顕
微鏡を用いて具体
的な操作方法を示
しましょう。

全ての児童が顕
微鏡を操作する時
間を確保しましょ
う。
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第６学年でも・ ・ ・

日常的に・ ・ ・

「 Ｂ(1)人の体のつく りと働き」 の学習における「 メダカの尾びれの血流の観察」
や「 Ｂ(2)植物の養分と水の通り道」 の学習における「 植物の葉の気孔の観察」 など
において，顕微鏡を使用する機会を設定し，再度操作方法について確認しましょう。

顕微鏡を使うことができるように，安全面に配慮した上で教室や理科室に「 顕微鏡
コーナー」 などを設置し，自由に観察できる環境を整備しましょう。
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顕微鏡におけるつまずきに対する指導の手立て
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＜参考＞平成２７年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

全国学力・ 学習状況調査の結果を踏まえた理科の観察・ 実験に関する指導事例集

【 小学校】 平成２６年２月（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）



【 小学校理科② 】

小学校において，実験前に結果の見通しをもたせたり，実験後に結果と予想を照らし合わ

せて考察する力を身に付けさせるために，次のポイントを確認してみましょう。

ポイント

＜実験前＞

① 問題に対する予想をもち，図や言葉を使って表現させましょう。

② 予想と一致したときの結果の見通しを，生活経験や既習内容を根拠として表

現させましょう。その際に，「 問題」「 予想」「 実験方法」「 結果の見通し」 を並

べて板書しましょう。

＜実験後＞

③ 結果と予想を照らし合わせ，分かったことを板書で整理しましょう。また，

予想通りの結果にならない場合は，予想を振り返り，見直し，再検討したり，

他者の予想を振り返ったりして，考えをより妥当なものに改善できるようにし

ましょう。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 実験前に結果の見通しをもち，説明しましょう

◇ 実験の結果と実験前の予想を照らし合わせ，検討しましょう

実態

平成27 年度小学校理科の調査結果を分析すると，予想が一致した場合に得られ

る結果を見通して実験を構想したり，実験結果を基に自分の考えを見直し改善した

りすることに課題が見られました。

対策

実験前に結果の見通しをもたせ，その内容を生活経験や既習内容を根拠として

発表したり説明したりさせることが大切です。

また，実験後は結果と予想を照らし合わせるなど，結果から適切に考察できる

ようにすることが大切です。
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取組の一例

第４学年【 物の温まり方】 全11 時間（ 本時６／11，７／11）

関連 教育出版 「 もののあたたまり方」 P.116～

大日本図書 「 もののあたたまり方」 P.116

東京書籍 「 物のあたたまり方」 P.144～

問題に対する予想をもち，図や言葉を使って表現さ
せましょう。

予想を確かめるための実験方法を考え，予想と一致したときの結果の見通しを，

生活経験や既習内容を根拠として表現させましょう。

「 問題」「 予想」「 実験方法」「 結果の見通し」 を並べて板書しましょう。

問題

予想

実験方法

結果の見通し
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４（ 言語活動Ⅱ） では，結果と予想を照らし合わせ，分かったことを板書で整理しま

しょう。また，予想通りの結果にならない場合は，予想を振り返り，見直し，再検討し

たり，他者の予想を振り返ったりして，考えをより妥当なものに改善できるようにしま

しょう。

結果からいえること

結果

結論


